
執筆動機

私たちの所属する広田ゼミでは毎年11

月に、「学問の早慶戦」と呼ばれるインター

ゼミを行っています。このインターゼミに

おいて、学生独自の自由な観点から、今

までに無い新しい研究を行い、論文を執

筆し、プレゼンテーションを行う事が私

たちのゼミの伝統です。このような先輩

方の残してきた素晴らしい伝統を引き継

ぐため、そして、懸賞論文で入賞をし、

自分たちが早稲田で学んだという爪痕を

論文という形で残したいと考えた事が論

文の執筆に至ったきっかけです。

論文の内容

本稿の目的は、日本企業の人員削減が

企業価値に与える影響を実証的に分析す

ることでした。分析結果は、日本企業に

おいて、人件費の節約のために安易に人員

削減を行うことが企業価値に負の影響が

あり、その負の影響は、特に人的資源が

競争力の源泉になっている企業において

強い可能性があることを示唆しました。今

まで研究されていなかった2000年代の人

員削減を検証したこと、人的資源の重要

性に着目したことが本稿の学術的意義です。

執筆に当たってのエピソード

先行研究がないテーマを扱ったため、

研究が軌道の乗るまで長い時間がかかり

ました。上手くいかず涙を流したこともあ

りましたが、周りの人々の支えのおかげ

で最後までやり抜くことが出来ました。

年末年始も、広田先生と電話をしながら

研究を進めましたし、宮島ゼミの小川さ

んには感謝しきれないほど研究を手助け

していただきました。そして、先輩や同期

の励ましは、研究への士気を上げてくれ

ました。本当にありがとうございました。

後輩の皆さんへのメッセージ

論文執筆を少しでも検討している方は、

是非挑戦してみてください。自分たちも、

昨年の夏まで、論文テーマに関する知識

や分析の仕方も何もわかっていないゼロ

の状態でした。そこからスタートし、研

究が上手くいかず、辛くて苦しい時もあり

ましたが、諦めず労働を投入し続けたこ

とで納得の出来る研究成果を得ることが

出来ました。この経験を経て、私たちは

成長と自信を得ることが出来ました。全

力でやって後悔することはありません。
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私たちが所属している大村ゼミでは例

年進級論文として、グループで論文を執

筆し、毎年 12月に行われる慶應とのイ

ンターゼミで発表を行います。インター

ゼミに向けて、先輩方の素晴らしい論文

を閲読していくなかで、私たちも早稲田

で学んできたことを論文の執筆によって

カタチあるものにしたい。そして後輩た

ちに恥じないような論文を残したいとい

う思いがつよくなり、懸賞論文に向けて

の論文の執筆を決意しました。

論文の内容

近年、投資信託の中で毎月分配型投信

が市場において大きなシェアを占めてい

ますが、その中で私たちは毎月分配型投

資信託の「分配金利回り」という指標に

注目しました。「高額分配」が「分配金利

回り」に与える影響について実証分析を

行うことによって、運用会社による「分

配金利回り」の操作という新たな問題点

を指摘することができました。

執筆にあたってのエピソード

私たちは 6月から執筆を行いはじめま

したが、グループでの執筆ということも

あり困難も多々ありました。思うような

結果が出ず何度も分析のやり直しを行っ

たことや、大切な仲間との別れなど、こ

こには書ききれないほどのトラジティー

（＝悲劇）がありました。しかしながら、

こうした苦労の中でもあきらめることな

く、一丸となって論文を完成させること

ができたのは、努力の成果を論文という

形に残したいという強い思いをチームで

共有できていたからだと思います。

後輩のみなさんへのメッセージ

皆さんの中には、論文を執筆するとい

う経験を持っていらっしゃる方はそう多

くはないと思います。論文を執筆すると

いう作業は大変な苦労を伴うものです

が、良い論文を完成させることによって

得られる経験は皆さんを大きく成長させ

ると思います。もし皆さんが論文を執筆

する機会があるなら、懸賞論文を目標に

することをお勧めします。

毎月分配型投資信託の本質的問題点佳 作
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■大村 敬一ゼミ　グループ4名
大山 風人、片山 絢斗、里見 要、
竹内 天秀

■広田 真一ゼミ　グループ5名
草野 修平、櫻山 雄大、中谷 寛、
樊 雪妮、松原 梨恵
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